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JR東西線 線路トラブルの原因と対策について 

 

２０２６年４月２５日に、JR東西線尼崎駅～加島駅間で発生させた線路トラブルについて、

その原因と対策をお知らせします。ご利用のお客様にご迷惑をおかけしましたことをお詫び申

し上げますとともに、再発防止に努めてまいります。 

 

１ 発生日時 

２０２６年４月２５日（土） １８時５０分頃 

 

２ 場  所 

  JR東西線 尼崎駅 ～ 加島駅間 

 

３ 列 車 名 

  上り快速列車 宝塚（１８：２６）発 同志社前（１９：４８）行 乗客数：約２００名 

 

４ 概  況 

   １８時５０分頃、当該電車の運転士は、尼崎～加島駅間を走行中、通常と異なる音を認め、

停車しました。車両及び線路の確認を行っていましたが、当該電車の車両の確認が完了し、

運転に支障がないことが確認できたため、１９時５２分に当該電車のみ運転を再開しまし

た。線路の確認を行っているため、ＪＲ東西線では尼崎～京橋駅間で運転を見合わせていま

したが、現地の確認が完了し、運転に支障がないことが確認できたため、２１時３２分に通

常速度で運転を再開しました。 

 

５ 列車影響 

  ＜運  休＞ 計５２本（上り２９本 下り２３本） 

＜遅  れ＞ 上り快速電車[篠山口（１９：４４）発 同志社前（２１：５３）行]が６０

分遅れたのを最大に、計５３本（上り２７本、下り２６本）に遅れ 

＜影響人員＞ 約３６，０００人 

 

６ 原  因 

  列車振動により部材を固定していたネジが外れたためです。 

 

７ 対  策 

  本事象で外れた当該橋りょう（ＪＲ東西線の上り線）の部材を撤去します。  

※部材は枕木の前後間隔を一定に保つために補助的に設置しています。  

※今回、部材の撤去後も、枕木の間隔を保持できる仕組みとして枕木と一体化している脱

線防止ガードを強化します。  

※対策完了は１０月末の見込みです。 



【ＪＲ東西線 尼崎～加島駅間 下神崎川橋梁上の画像 ※通常時】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【脱線防止ガードの強化】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 

脱線防止ガード 今回撤去する部材 今回撤去する部材 

 

既存締結 

追加締結（今回強化） 


